














Ⅰ　はじめに

　Glasgow らが Reye 症候群の髄液中 glutamine 濃度を glutaminase を用いる

方法で測定し,大多数の本症で glutamine の上昇を認めると報告したのは 1974

年のことである。第 1 図は彼の測定結果であり,contro1 の 3 倍以上に上昇し

ている症例も認められる。

　私たちは 2 例の Reye 症候群を経験しているが,残念ながら髄液中 glutamine

濃度を測定することができなかった。そこで,間接的な方法で Reye 症候群の髄

液中 glutamine 濃度の上昇する機序を考察したいと思う。


